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〈ハッチポッチ〉店長からのオススメ本
①『三匹のおっさん』『三匹のおっさん ふたたび』有川浩著　新潮文庫
還暦を迎えたかつての悪ガキ三人組が、私設自警団を結成し町内の悪を成敗。「勧善懲悪でスカッとする」と
いうよりは、社会的弱者である「オヤジ」たちが自らの正義や価値観で世の中を切る内容が楽しい本でした。
「正しさ」や「責任」という言葉があいまいな、またあらゆることに気を遣わなければならない平成の世。昭
和時代の「親父のゲンコツ」には、暴力はいけない（もちろんそうですが）以外の何かがあったのではないか、
と考えさせられました。
②『常備菜』飛田和緒著　主婦と生活社
男の一人暮らしで自炊をすると言うと「えらいね」「すごいね」と言われます。しかし内情は炒め物やパスタ
などをパパッと一品作って、あとは漬物があればいいかな、というもの。丼にしてドカ食いになることも多い
です。他の一品を作る時間も手間も惜しいですが、あと一品、副菜がほしいと思うことがあります。そんなと
き冷蔵庫に作りおきした料理があるとうれしいもの。本書は料理のレシピはもちろん、日保ちの目安も載って
いて便利です。日常的に使う調味料でできるものが多いので助かります。
東京外国語大学生活協同組合　購買書籍部ハッチポッチ
TEL 042-354-3062　 http://www.univcoop.jp/tufs
読書マラソンのお誘い
「読書マラソン」とは、本を継続的に読み、在学中の 4 年間で 100 冊以上を目指そ
う、という全国の大学生協で取り組んでいる読書推進企画です。東京外国語大学生
協では 2005 年からこの取り組みを開始しています。
ただ読むだけでなく、感想文（コメントカード）を書くことによって理解を深める
ことができます。またそのカードを店舗に展示することで、その本を他の人にも紹
介でき、知識の共有とコミュニケーションを広げることにもつながります。
東京外国語大学　読書マラソンコメント大賞
学生企画　国際ガールズデーフェア 2014 を開催しました
生協では、朝日新聞の協力のもと、全国コメント大賞を年に一回実施しています。
これは全国の生協から応募されたコメントの中から、優れたコメントカードの優秀
賞を決めるものです。この企画に連動して 2009 年度より〈東京外国語大学　独自
コメント大賞〉を毎年開催し、さらに 2011 年度より大学と生協との共同企画とし
て、再スタートを切っています。
毎年応募されたコメントを学長先生にお渡しして「学長賞」を選んでいただき、学
長室で表彰式をおこなっています。
昨年 11 月 4 日～ 19 日に購買書籍部〈ハッチポッチ〉にて、「国際ガール
ズデーフェア」を開催しました。
東京外国語大学公認サークル「W-Win」様とのコラボレーション企画で、
W-Win 様に選書していただいた書籍を〈ハッチポッチ〉平台で展開しま
した。本来、国際ガールズデーは 10 月ですが、生協では教科書の時期で
したので 11 月開催となりました。人権運動家のマララ・ユスフザイさん
がノーベル平和賞を受賞したタイミングで学生の注目度は高く、関心を寄
せている姿を見ることができました。生協ではこのようなコラボ企画を今
後もおこなっていきたいと考えています。外大生の「読みたい」ニーズと
「オススメしたい」ニーズの両方に応えることで、学生生活をより豊かに
するお手伝いができればと思います。
2014 年度受賞式の様子
◆東京外国語大学生活協同組合　購買書籍部〈ハッチポッチ〉◆
〈ハッチポッチ〉の意味と由来
東外大生はどんな本を読んでいるの？
新入生のみなさま、ご入学おめでとうございます。
東京外国語大学生協・購買書籍部〈ハッチポッチ〉は大学会館 1 階にある学
生生活の総合サポート店です。生協組合員になっていただいた方には「組合
員証」の提示で 10％オフにて書籍を販売しております。出版社ごとの値引
拡大セールや、就職書・語学書・TOEIC・旅行書のフェア、クリスマスな
ど季節ごとのフェアもおこなっています。また世界各地域の専門書や海外文
学、語学書などの品揃えは、東京外大ならではです。ぜひご来店ください。
東京外国語大学生活協同組合・購買書籍部　店長　岩崎 洋太
〈ハッチポッチ〉の店名は、店が
できたときに学生さんに公募して
命名されたと聞いています。意味
は「ごった煮」ということで、
「色々なサービスを提供してい
る」という由来でした。大学の中
にあるお店として、様々な商品や
サービスを取り扱っています。
〈ハッチポッチ〉の書籍の年間売上 BEST を各ジャンルごとにご紹介いたします（2014 年 4 月～ 2015 年 1 月）。
②―朝目覚めたら巨大な虫
になっていた男と、その家族
の物語。カフカの作品の中で
は最もよく知られている小説。
③―手に取れば、表紙の琥
珀に触れたくなること間違い
なし。デザインから内容まで
作者のこだわりが感じられる
一冊。本そのものの存在を考
えてみて下さい。
④―外へ飛び立つ外大生だ
からこそ読んでほしい。国際
貢献の在り方を、現実を見つ
めなおすきっかけとなる新書。
②―大学生、ビギナーから
高得点者まで幅広く使える。
頻出語を身につけるためにオ
ススメ。
文庫・文芸書新刊コーナー 専門書コーナー
ハッチポッチへ！いらっしゃいませ
2014 年度に売れた「検定書」
① IELTS 実践トレーニング 三修社
② TOEIC TEST 英単語スピードマスター J リサーチ出版
③ TOEFL テスト英単語 3800 旺文社
2014 年度に売れた「新書」
① 平和構築入門 篠田英朗 ちくま新書
② 語学で身を立てる 猪浦道夫 集英社新書
③ もっとにぎやかな外国語の世界 黒田龍之助 白水 U ブックス
④ 国際貢献のウソ 伊勢﨑賢治 ちくまプリマー新書
⑤ 日本人は人を殺しに行くのか 伊勢﨑賢治 朝日新書
2014 年度に売れた「文庫」
① 思考の整理学 外山滋比古 ちくま文庫
② 変身 フランツ・カフカ 新潮文庫
③ 雪国 川端康成 新潮文庫
④ 日本人が知らないヨーロッパ 46 カ国の国民性 池井戸潤 文春文庫
⑤ ロシアは今日も荒れ模様 米原万里 講談社文庫
2014 年度に売れた「文芸書」
① エウロペアナ パトリク・オウジェドニーク 白水社
② ゴドーを待ちながら サミュエル・ベケット 白水社
③ 書物変身譚 今福龍太 新潮社
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外語大の先生の新刊棚
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この一年間（二〇一四年四月～二〇一五年三月）に出版された外語大の先生の著書・訳書のなかから主なものを紹介します。 （先生のお名前 五十音順）※書名／著編者名（訳者名） ／出版社名／刊行年月／本体価格
 
 
　　
（編集部）
◆青山弘之先生
　
錦田愛子先生
『 「アラブの心臓」に何が起きているのか
―
現代中東の実像』
青山弘之編
　
岩波書店
　
二〇一
四年一二月
　
二四〇〇円
エジプト、シリア、イラク、レバノン、ヨルダン、諸国の実像から、中東を読む視座を提示。
◆荒川慎太郎先生『西夏文金剛経の研究』
荒川慎太郎著
　
松香堂書
店
　
二〇一四年一〇月
　
一七五〇〇円
ロシア所蔵・西夏語訳『金剛般若経』の世界初の全訳。西夏文テキストを注とともに提示。
◆粟屋利江先生
　
太田信宏先生
『現代インド１
　
多様性社会の挑戦』
田辺明
生・杉原薫・脇村孝平編
　
東京大学出版会
　
二〇一五
年二月
　
五四〇〇円
「閉じられたカースト社会」から、 「開放的な多様性社会」へと変貌するインドを描く。
◆井尻秀憲先生『中国・韓国・北朝鮮でこれから起こる本当のこと』
井尻秀憲著
　
育鵬社
　
二〇一四年一二月
　
一二〇〇円
中国・韓国・北朝鮮、そして日本。三个国に関わる謎を解き、真実に迫る。
◆伊勢崎賢治先生『日本人は人を殺しに行くのか
―
戦場から
の集団的自衛権入門』
伊勢崎賢治著
　
朝日新書
　
二〇一四年一〇月
　
七八〇円
国際紛争処理のプロによる集団的自衛権の本質がわかる入門書。そ 他、二〇一五年一月に単著『本当の戦争の話をしよう
―
世界の「対立」を仕
切る』
（朝日出版社）を刊行。
◆伊東祐郎先生『日本語教育実践』
鮎澤孝子編
　
凡人社
　
二〇一四
年五月
　
一九〇〇円
日本語教育や異文化コミュニケーションにおける
知識・技能を多角的に学ぶ。
◆今井昭夫先生『東南アジアを知るための
50章』
今井昭夫編集
代表
　
東京外国語大学東南アジア課程編
　
明石書店
　
二〇一四年四月
　
二〇〇〇円
東南アジアを学ぶ学生のために充実の基礎的情報を網羅、一冊で東南アジアを学ぶ。
◆今福龍太先生『書物変身譚
―
琥珀のアーカイヴ』
今福龍太
著
　
新潮社
　
二〇一四年六月
　
三二〇〇円
︿書物﹀とは地質学的・歴史的時間から生じた、大いなる変身の産物
―
生き続ける書物の魅力の本
質を探る。その他、二〇一五年二月に単著『ジェロニモたちの方舟
―
群島
–
世界論〈叛アメリ
カ〉篇』
（岩波書店）を刊行。また、二〇一五年一
月に『何のために「学ぶ」 か』
（ちくまプリマー
新書） 論考を寄せる。
◆岩崎稔先生『総力戦体制』
山之内靖著
　
伊豫谷登士翁・成田龍
一・岩崎稔編
　
ちくま学芸文庫
　
二〇一五年一月
　
一
五〇〇円
現代の根源は大戦期の総動員体制にある。戦後捉え返す画期的論考の集成。
◆岩崎稔先生
　
柏崎正憲先生
『近代世界システムと新自由主義グローバリズム
―
資本主義は持続可能か？』
三宅芳
夫・菊池恵介編
　
作品社
　
二〇一四年一〇月
　
二四〇
〇円
グローバル資本主義の現在と未来を問う。研究者二五人による共同研究。
◆臼井佐知子先生『契約と紛争の比較史料学
―
中近世におけ
る社会秩序と文書』
臼井佐知子＋Ｈ
 ・ジャン・エ
ルキン＋岡崎敦＋金炫栄＋渡辺浩一編
　
吉川弘文館
　
二〇一四年一一月
　
一二〇〇〇円
モノを介した人間関係が社会のなかで認知される仕組みを、 「文書」という側面から検討。
◆大川正彦先生『解釈としての社会批判』
マイケル・ウォルツァ
ー著
　
大川正彦・川本隆史訳
　
ちくま学芸文庫
　
二〇
一四年一〇月
　
一二〇〇円
社会の不正を糺すために必要な「批判」とはどのようなも か。その可能性を探る。
◆小笠原欣幸先生『現代台湾政治を読み解く』
若林正丈編
　
研文出
版
　
二〇一四年四月
　
四〇〇〇円
台湾政治外交研究の第一者たちが、台湾の現実政治の動き、研究の現在を語る。
◆岡田昭人先生『世界を変える思考力を養うオックスフォードの教え方』
岡田昭人著
　
朝日新聞出版
　
二〇一四
年七月
　
一五〇〇円
世界最高峰で教え継がれている６つの力から養う、人材育成と学びのコツ。
◆加藤晴子先生『日本語ライブラリー
―
中国語と日本語』
沖森卓也・蘇紅編著
　
朝倉書店
　
二〇一四年五月
　
二
六〇〇円
日本語と中国語を比較対照し、その特徴を探る。
◆川口裕司先生『仏検３級準拠〈頻度順〉フランス語単語集』
川口裕司・松澤水戸・菊池美里編著
　
駿河台出版
社
　
二〇一四年一二月
　
一四〇〇円
各単語に例文と日本語訳を掲載し、発音も表記。
◆河路由佳先生『ドナルド・キーン
　
わたしの日本語修行』
ドナルド・キーン＋河路由佳著
　
白水社
　
二〇一四年
九月
　
一八〇〇円
日本文学の泰斗はいかに日本語を学んだのか。自身の原点を語る。その他、二〇一四年九月に『中島敦「マリヤン」とモデルのマリア・ギボン』
（港
の人）を刊行。
◆金富子先生『 「慰安婦」 ・強制・性奴隷
―
あなたの疑問
に答えます』
日本軍「慰安婦」問題
w
eb
サイト制作
委員会編
　
吉見義明・西野瑠美子・林博史・金富子責
任編集
　
御茶の水書房
　
二〇一四年一〇月
　
一二〇〇
円
「慰安婦」問題の疑問について、根拠を示しながら、明確に分かりやすく解説。
◆栗原浩英先生
　
錦田愛子先生
『現代アジアの女性たち
―
グローバル化社
会を生きる』
福原裕二・吉村慎太郎編
　
新水社
　
二
〇一四年一〇月
　
三五〇〇円
アジア一七の国と地域の女性問題 フィールドワークで密着。
◆呉人徳司先生『探検言語学
―
ことばの森に分け入る』
呉
人徳司・呉人惠著
　
北海道大学出版会
　
二〇一四年四
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月
　
三〇〇〇円シベリア北東にある先住民族の地・チュクチとコリャークでのフィールドワークの成果。
◆黒木英充先生『食の文化フォーラム
32―
宗教と食』
南直人
編
　
ドメス出版
　
二〇一四年一〇月
　
二五〇〇円
人間の最も根源的な営み、食べることと祈ることとの関わりを探る初の試み
◆小松久男先生『激動の中のイスラーム
―
中央アジア近現
代史』
小松久男著
　
山川出版社
　
二〇一四年四月
　
一二〇〇円
帝政ロシアによる統治から現代まで、激動の中、中央アジアの展開の過程を追う。
◆近藤信彰先生『シャリーアとロシア帝国
―
近代中央ユー
ラシアの法と社会』
堀川徹・大江泰一郎・磯貝健
一編
　
臨川書店
　
二〇一四年四月
　
四〇〇〇円
未公刊資料から、中央ユーラシアでのイスラーム法とロシア帝国間の「対話」の実相に迫る。
◆椎野若菜先生『シングルの人類学２
―
シングルのつなぐ
縁』
椎野若菜編
　
人文書院
　
二〇一四年四月
　
二八〇
〇円
人は絆をもとめずにいられない？
　
好評既刊『境
界を生きるシングルたち』の続編。その他、
『１０
０万人のフィールドワーカーシリーズ』
（二〇一四
年六月～、古今書院）を監修。
◆篠原琢先生『エウロペアナ
―
二〇世紀史概説』
パトリ
ク・オウジェドニーク
 著
　
阿部賢一・篠原琢訳
　
白水
社
　
二〇一四年八月
　
一九〇〇円
国内外で反響を呼んだ、現代チェコ文学 代表作家が描くヨーロッパの二〇世紀。
◆鈴木茂先生『史料から考える世界史
20講』
歴史学研究会編
　
岩波書店
　
二〇一四年一〇月
　
二三〇〇円
碑文、評論や小説、年代記、回想録、航海記録など多様な史料から歴史を読み解く。
◆髙島英幸先生『児童が創る課題解決型の外国語活動と英語教育の実践
―
プロジェクト型言語活動のす
べて』
髙島英幸編著
　
高陵社書店
　
二〇一四年一月
　
二三〇〇円
児童の創造的な言語使用が可能となる課題解決型言語活動 理論と実践集。
◆武田千香先生『ブラジル人の処世術
―
ジェイチーニョの
秘密』
武田千香著
　
平凡社新書
　
二〇一四年六月
　
七六〇円
ブラジルとは一体どんな国なのか。陽気で人間味あふれるブラジル人の謎に迫る。
◆巽由樹子先生『 〈遊ぶ〉ロシア
―
帝政末期の余暇と商業文
化』
ルイーズ・マクレイノルズ著
　
高橋一彦・田中良
英・巽由樹子・青島陽子訳
　
法政大学出版局
　
二〇一
四年一〇月
　
六八〇〇円
劇場、スポーツ、観光、ナイトライフ、映画など、様々な余暇で「遊ぶ」ロシアを描写。
◆巽由樹子先生
　
福嶋千穂先生
『ロシア帝国の民族知識人
―
大学・学知・
ネットワーク』
橋本伸也編
　
昭和堂
　
二〇一四年
五月
　
六〇〇〇円
ロシア帝国期の民族意識の形成・発展 役割から帝国の複合性を考える。
◆立石博高先生『スペインの歴史
―
スペイン高校歴史教科
書』
Ｊ・アロステギ・サンチェス他著
　
立石博高監訳
　
竹下和亮・内村俊太・久木正雄訳
　
明石書店
　
二〇一
四年六月
　
五八〇〇円
スペインで使用されている中等教育課程用の歴史教科書。
◆千葉敏之先生『ドイツ史研究入門』
木村靖二・千葉敏之・西山
暁義編
　
山川出版社
　
二〇一四年六月
　
三〇〇〇円
ドイツの歴史を通史とテーマから解説。基本データを網羅した入門書の決定版。
◆投野由紀夫先生『発信力をつける新しい英語語彙指導
―
プ
ロセス可視化とチャンク学習』
投野由紀夫著
　
三省堂
　
二〇一五年二月
　
一四〇〇円
英語教育が激変する今、最新知見から真 発信力がつく 彙指導のコツを解説。その他、
『マンガで
覚える英単語・フレーズ』
（二〇一四年四月、イー
スト・プレス） 、
『クラウン
　
チャンクで英単語
B
asic 』 『クラウン
　
チャンクで英単語
S
tan-
dard 』（ともに二〇一五年二月、三省堂）を刊行。
◆土佐桂子先生『ものとくらしの植物誌
―
東南アジア大陸
部から』
落合雪野・白川千尋編
　
臨川書店
　
二〇一
四年五月
　
四三〇〇円
植物と人の関係はどう変容してきたのか。多様な民族のくらしに迫る。
◆中野敏男先生『大塚久雄と丸山眞男
―
動員、主体、戦争
責任』
新装版、中野敏男著
　
青土社
　
二〇一四年七
月
　
二八〇〇円
「戦後啓蒙」を担った二人の思想と営為を読み直し、戦後日本思想史の常識を塗りかえる。
◆根岸雅史先生『これなら覚えられる！
　
初級英単語帳』
根
岸雅史著
　
ＮＨＫ出版
　
二〇一五年一月
　
一六〇〇円
旅行や日常会話で役立つ単語を厳選。初級レベル取得をめざす人に最適な教材。
◆野平宗弘先生『ヘンリー・ミラー・コレクション
13　
わが
生涯の書物』
ヘンリー・ミラー著
　
本田康典・野平
宗弘・菅原聖喜・萩埜亮・泉澤みゆき・森田起久子・佐藤亨・河野賢司訳
　
水声社
　
二〇一四年一二月
　
五
〇〇〇円
ミラーの文学と人生に決定的な影響を与えた書物について、ミラー自身が詳述する。
◆博多かおる先生『十九世紀フランス文学を学ぶ人のために』小倉孝誠編
　
世界思想社
　
二〇一四年一〇月
　
二七〇
〇円
フランス革命後、時代と社会の産物としての文学を鮮やかに描く。その他、二〇一四年五月に『テオフィル・ゴーチエと
19世紀芸術』
（上智大学出
版・ぎょうせい） 、二〇一四年一一月に『日仏翻訳交流の過去と未来
―
来るべき文芸共和国に向け
て』
（大修館書店）に論文・訳文を収録。
◆八尾師誠先生『改めて知る国ごと、地域ごとにまとめ直した高校世界史』
上・中・下、八尾師誠監修
　
川音
強著
　
清水書院
　
二〇一四年八月
　
一五〇〇円
世界各国の歴史を時代順に学ぶ参考書。本書は西欧と南欧を取り上げる。
◆林佳世子先生『イスラーム
　
書物の歴史』
小杉泰・林佳世子編
名古屋大学出版会
　
二〇一四年六月
　
五五〇〇円
広大な地域の知と文芸を支えた書物の歴史、そし
79 78
てデジタル時代の今をふり返る。
◆降幡正志先生『インドネシア語のしくみ』
新版、降幡正志著
　
白水社
　
二〇一四年六月
　
一五〇〇円
言葉には「しくみ」がある！
　
文法用語や表に頼
らない、通読できる画期的な入門書。
◆星泉先生『雪を待つ』
ラシャムジャ著
　
星泉訳
　
勉誠出版
　
二〇一五年一月
　
三二〇〇円
チベットの村で生まれ育った四人の成長と挫折、そして再生の物語を描く現代小説。
◆町田和彦先生『図説
　
世界の文字とことば』
町田和彦編
　
河
出書房新社
　
二〇一四年八月
　
一八〇〇円
世界四五の言語をとりあげ、それを書き、話す人々の歴史と文化 紹介。
◆松永泰行先生『 「イスラーム国」の脅威とイラク』
吉岡明子、
山尾大編
　
岩波書店
　
二〇一四年一二月
　
一七〇〇円
第一線の専門家達が、イラク国内や周辺国の動向なども視野に入れて分析。
◆光藤京子先生『M
y N
ew
 York S
ketchbook version 2
』
光
藤京子・上杉恵美著
　
三修社
　
二〇一五年二月
　
一八
〇〇円
全二〇章でいまのニューヨークを感じながら確かな英語力を養成する教科書。
◆宮地隆廣先生『 「ポスト新自由主義期」ラテンアメリカにおける政治参加』
上谷直克編
　
アジア経済研究所
　
二〇一四年一一月
　
三二〇〇円
現在のラテンアメリカでの政治参加の意義、役割、実態などを経験・実証的に論究。
◆山口裕之先生『１９１３
―
20世紀の夏の季節』
フローリア
ン・イリエス著
　
山口裕之訳
　
河出書房新社
　
二〇一
四年一二月
　
四二〇〇円
第一次大戦勃発の前年、人々は何をしていたのか。一九一三年という一年を描くドキュメント。
◆山内由理子先生『オーストラリア先住民と日本
―
先住民
学・交流・表象』
山内由理子編
　
御茶の水書房
　
二〇一四年九月
　
三〇〇〇円
日本でアボリジニについて知る、ということとは？
　
オーストラリア先住民と日本との繋がりのあ
り方を考える。
◆山田文比古先生『オール沖縄
vs.ヤマト
―
政治指導者
10人の
証言』
山田文比古著
　
青灯社
　
二〇一四年六月
　
一
四〇〇円
沖縄の政治家へのインタビューをもとに、現代の沖縄問題を再考。
◆渡邊啓貴先生『ヨーロッパがつくる国際秩序』
大芝亮編著
　
ミネルヴァ書房
　
二〇一四年六月
　
三〇〇〇円
一九世紀から今日まで、国際政治史のなかで ヨーロッパ外交を位置づける。
◆和田忠彦先生『わが生涯のすべて』
マリオ・ジャコメッリ著
　
シモーナ・グエッラ編
　
和田忠彦・石田聖子訳
　
白水
社
　
二〇一四年八月
　
三四〇〇円
死の二か月前、写真界の巨星が自らを振り返る。本邦初紹介作品を含む一九点の図版・年譜付き。
TUFS Press
?
?????
?
???
岩崎
 稔
ヘイトスピーチは醜い。ここ数年新大久保や関西地域に
出現して、再録することもはばかられるような言葉を撒き散らしている極右グループのことだ。さすがにこれは法的に規制するべきだ、という議論 出てきた。
出版の世界でもこれと並行する動きがある。大手出版社
からのものも含め 、嫌中嫌韓本は書店の店頭に平積みなっているし、一部の週刊誌にもその手の記事はひきもきらない。なぜか出せば売れるらしい。内容はデタラメと分かっていなが 、憎悪と劣情に身をひた ことで得られる快楽に誘っているのだろう。 か 、こうした出版物を、「作る側の製造物責任を問う」という視点で、出版人が業界内から告発し始めているという。 『九月 東京の路上で―
一九二三年関東大震災
　
ジェノサイドの残響』
（ころか
ら、二〇一四年）
の著者でもある加藤直樹氏もそのひとりだ。
『九月……』の問題意識は明確であった。関東大震災直後の混乱のなかで、警察・軍や行政の誘導や不作為が原因となって、多くの朝鮮人や中国人が虐殺された。 「朝鮮人が
井戸に毒をいれた」とか「爆弾を隠している」という流
りゅう
言げん
蜚ひ
語ご
に自警団が反応し、数日間にわたってとび口や日本刀
などで無辜の人々を殺害し続けた。なぜ市井の人々が、根拠のない風聞によってこんなに残酷なこと 引き起こしえたのか。著者の加藤氏は、三・一独立運動が「不逞鮮 」の暴行としてデフォルメされて報道され、今でいうヘイトスピーチが当時のメディア び っていたことに、事件発生の背景を見ている。一九二三年の集合的記憶は、わたしたちの現在を理解する鍵 もありうるのだ。
東京外国語大学という大学は、かつて植民地支配と侵略
の直接の担い手を養成するように強いられたと う痛切な反省があるからこそ、戦後一貫 、異文化 対するリスペクトと共生感覚を重視してきた。そ 大学の出版会であるわたしたちも、そうした姿勢 前提として本づく に臨もうと考えている。良い本を作るということは とき は文化のための戦いで あり る だ。いわさき・みのる
　
東京外国語大学出版会編集長
（二〇一五年三月三一日まで）
◉出版会から
